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　　主　　題（2013 ／ 2014）

国 際 会 長　　「全ての世界に出て行こう」　　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「未来を始めよう、今すぐに」　

西 日 本 区 理 事　　「志をもって例会に参加し、学びの機会を持ちましょう」

中 部 部 長　　「長所を活かして生き生きと！」

名古屋クラブ会長　　「出会い、ふれあい、響きあい、前へ進もう。」

2013 〜 2014　9　月　号　　(No799)
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平　野� 　
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義　井� ○
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8　月　　個　人　出　席 第 一 例 会（8/13）
　　メネット　飯田　尾関　小谷　西村　長井
　　　　　

中部部会（8/31）
　　メ　　ン　�尾関　小尾　川口　川本　五島　小谷　相馬　

谷川　中村　義井　渡辺
　　メネット　尾関　西村　長井

第　2　例　会

9 月例会プログラム

と　き:2013 年 9月 17日㈫ 7:00p.m. ～ 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：10月例会の件他

　昭和 18年 10 月頃学徒動員令が発令され徴兵検査の結果、甲

種合格海軍入隊通知を受け取り、同年 12月 10 日大竹海兵団に

入隊と成りました。この間 2ヶ月学力、適性検査を受け第 14期

海軍飛行豫備学生に任命を受け土浦海軍航空隊に入隊致しました。

　この航空隊は艦船航空に必要な知識、モールス信号等学術の

習得期間でした（4ヶ月）この間種々検査を受け実務教育（操縦、

偵察、飛行要務）に付くことと成りました。私は操縦に使命され

九州の出水海軍航空隊にて飛行機の操縦訓練を受ける事と成りま

した。暑い夏の期間（6～ 9月）でした。厚い飛行服に長靴を履

いて飛行場一周をさせられた苦い思い出、上空 1000 メートルで

の特殊飛行（垂直旋回、失速反転、宙返り、横転、編隊等）楽し

い経験もありました。実戦部隊の配属の選考が有り、私は艦上爆

撃機を志願しました。それは、名古屋と挙母の間の伊保原に名古

屋海軍航空艦爆隊があると聞いて居ました。上陸時には実家に帰

ることも出来ると思ったからです。然し戦闘機隊でした。10月

上旬水戸の近くにある筑波海軍航空戦闘機隊に入隊する事と成り

ました。19年 12月に少尉任官、20年 1月に青森三沢基地にて

実戦機ゼロ戦 52型の特訓を受け筑波空戦に帰りましたが、3月

にパノラマ講堂に集合がかかり、飛行長より全員に「貴様たちに

特攻の特命あった、希望者は申し出でよ」との師令があった。宿

舎に帰って親しい戦友と話し合い、希望ではなく熱望と書こうと

話し合った。併し 120 名同期のなか 40 名のみ第一次筑波特攻

隊として九州の鹿屋海軍航空基地に転進となり 4月 6日より沖

海軍の思い出
尾　関　　明

会　　長　川口　恵
副 会 長　飯田和也

書 　 記　千賀　将　　深谷　聡
会　　計　塩田　保　　川口　恵

ブリテン　久保田　平野　伊左治　

と　き：2013年9月10日㈫　6:30p.m.～8:30p.m.

ところ：名古屋YMCA

� � 　司　会　渡辺　真悟君

開会宣言　� � 　会　長　川口　恵さん

ワイズソング

聖書朗読・祈祷� � 西村　清君

食　事

プログラム

　　卓話「ケニア・タンザニア滞在～STEPより～」

　　　　　　　　　　　　　　　大西慎太郎氏

諸報告

ハッピーバースディ

ドライバースピーチ� � 河部　　薫君

讃美歌　Ⅱ 161

閉会宣言� � � 会　長　川口　恵さん



(2)

■■■��第 1 例 会 レ ポ ー ト� ■■■

と　き　2013 年 8月 13日（火）　6：30pm～ 8：30pm

ところ　名古屋YMCA

　8月、今年度初の卓話は名古屋クラブ小谷充子メネットに、

「山歩きの楽しさ」と題してネパールでのトレッキングにつ

いてお話を頂きました。

　両親は青森出身で青森県育ちの私は 15歳で先生と、友人

5人で岩木山に、大阪時代六甲山に登った。結婚後名古屋で

入門講座、山と渓谷等登山誌を購読した。当時山ブームで

も 30kg リュックの男性登山が普通。夜行列車で 22時間掛

け松本経由で島々へ行った。河童橋から焼岳穂高岳の景色に

見入った。帰りのバスが梓川に落ち、ロープで崖を攀じ登り、

鎖骨骨折後 1年間は登らなかった。1960 年代益々山に惹か

れ、気付けば猿 4～ 50匹居た木曽駒。お茶っ葉は歯で漉し

て飲んで！の山小屋。ゆっくり登り、燦燦と照る太陽の下、

白馬岳の雪渓の上は一面の花畑、高山植物に魅了された。槍

ヶ岳。穂高岳は梯子で登った感じ。剣岳の難所の岩盤を登る

と後ろから「わぁ、すげぇ！」の声。5月 5mの残雪で真っ

直ぐに行けた立山。ふわく山の会で山の知識、位置、雪山の

歩き方、春登山、花、低山の楽しみ方など。

　マナスル 3山トレッキングは先ずカトマンズからバスで

出発点へ。午前中 3時間（昼食 1時間）、午後 3時間（二

回休憩）1日行程 6時間。6人私たちとガイドとポーター 8

人と上り下りの 4

日間の行程を。以

下感動の情景を感

謝を滲ませ語られ

た。予め敷かれた

シートや三角テン

トで熱いミルクテ

ィ。テント場は小

学校で、校長が芳

名録を。尾根から川の辺までは下り。道端の機織り小母さん。

何百mも上下して水汲みの子ども逹がナマステ ! ジャング

ルと樹木。蟻の巣だ、寄るな ! ジグザグ 2200mゆっくり登

れビスターリ、ビスターリ !

　3 日目、ポーターの籠の鶏は夕食に。ポカラの湖の辺り

で終わり。皆の親切、美味しい料理、荷物を運んだポータ

ー。みんなお腹も大丈夫だった。ホテルの窓からアンナプル

ナ山群の絶景 !　ランタン谷での 6日目、5日間掛けて登っ

た山をヘリで 30分で下った。近くのルンビニでお釈迦様が

産湯をつかった。犀に追われて象で逃げたチトワン国立公

園。カトマンズから 1時間の遊覧飛行で山々を見る。最後

に 3,850 ｍ以上登山の時、診断書が必要を加え、山を色々

楽しんだと結ばれた。私自身も加わったかのように貴重な体

験を楽しく聴かせて頂き、真にありがとうございました。

（相馬静香）

縄海域に出撃 30余名が戦死する。

◎学徒動員にて海軍入隊者約 4976 名

◎戦没者約 1616 名

◎海軍航空特別攻撃隊戦死者 -総員 2498 名

◎特攻機 -総数 1390 機

（上記数字は海軍飛行豫備学生史　東海白鵬遺族会編より）

◎ 14期飛行予備学生操縦総括

　戦闘機 444名（戦没 94名）　　爆撃 157名（戦没 29名）

　艦　攻 118名（戦没 21名）　　陸攻 181名（戦没 24名）

　水上機 231名（戦没 22名）

（上記数字は 14期会名簿及び「美座資料、安倍資料」による）

■■■��第 2 例 会 レ ポ ー ト ■■■

と　き：2013 年 8月 20日（火）19:00 ～ 21:00

ところ：名古屋ＹＭＣＡ

◯ �9 月例会卓話 (四日市クラブ　大西コメット )、

　アジア大会報告、日韓ユースセミナー報告、中部部会報　

◯ 10月例会 (10 月 8日 )　卓話 (高槻クラブ　森本氏 )

◯その他名古屋クラブ行事予定

　�クリスマス例会12月14日(土)�5時20分から中央教会、

6時から第一ホテル錦

◯ YMCA 行事予定

　�・根の上ワーク　9月 15 日 ( 日 )10 時から 2 時か 3 時

　草刈と場内整理 (連絡先東海クラブ八木武志氏 )

　・�根の上祭り　10 月 14 日 ( 月 ･ 祝 )( 連絡先 YMCA ボ

ランティアセンター )　前夜祭 10 月 13 日 ( 日 )( 連絡

先東海クラブ浅野猛雄氏 )

　・�チャリティラン11月2日(土)、南山ピースフルサンデー

10月 27日 ( 日 )、チャリティゴルフ 11月 23日 ( 祝 )、

クリスマスキャロル 12月 23日 ( 祝 )



(3)

第一例会卓話　大西慎太郎氏プロフィール

　2008 年に名古屋大学に入学後、工学・生物学を先行。現在は同大学院で途上国の発展に貢献することを夢に日々

の研究に取り組んでいる。今後、世界に貢献するためには何が必要か、途上国の現状を深く理解した上で、その本

質を考えたいと 2012 年に STEP事業に参加。

「あなたがたの歩きかたによく注意して、賢くない者のようにではなく
賢い者のように歩き、今の時を生かして用いなさい。」

エフェソの信徒への手紙１５：１５～１６

西　村　　清

　今年の夏は猛暑が続き、雨も降らず（一部の地域では猛

烈な雨で被害も出ていますが）、大変な時を過ごしています。

健康が守られるように願うのみです。

　さて、今月の聖句は口語訳聖書によっていますが、「今の時」

を生かして用いなさいとあります。「時」に関しては、旧約

聖書のコへレトの言葉３章に、「何事にも時があり、天の下

の出来事にはすべて定められた時がある。生まれる時、死ぬ

時、植える時、植えたものを抜く時、……泣く時、笑う時、

嘆く時、踊る時、……黙する時、語る時、愛する時、憎む時、

戦いの時、平和の時」とあります。

　私たちは「今」をどう生かすことが出来るでしょうか。次

のような文章を残した人がおられます。「いつまた祈れるか、

いつまた聖書が読めるか、いつまた会えるか、いつまた手紙

が書けるか、いつまた見舞えるか、いつまた親切にできるか、

いつまた感謝できるか、今この瞬間を外にしては」と。

　時は刻々と過ぎていきます。私たちはその刻々の時をどう

生かしているでしょうか。親しいご婦人が老人ホームに入居

され、一度訪問しました。しばらくして病院に入院されたと

聞きました。お見舞いをしたいと願っていましたが、突然そ

の方の訃報に接し、先日葬儀が教会でなされました。是非お

見舞いをと願っていただけに残念です。

　私たちも心して、時を生かして日々歩みたいと願っています。

　会費は月額7,000円、年額84,000円です。（功労会員と特別メネット会員は年額36,000
円です）会費の納入は下記口座へ振込にてお願いします。
ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

『ワイズメンの賢い話』(No207）

『原子力発電について』

　「３．１１の東日本大震災によって、福島県にある原子

力発電所が破壊して既に２年以上も経っているのに、未

だに解決していないばかりか、更に、問題が起きている

ようだね」。「そうだね。私たちは、テレビや新聞の報道

でしか情報は得られないけれど、問題の原因が良く分か

らないことが多いね」。「原子力発電所の崩壊が発生した

当時には、“想定外”という言葉が良く使われていたね。

確かに東日本大震災は、予想以上のものであったようだ

けど、それは当事者の云いわけに過ぎないと思われるよ。

特に最近問題となっているのは、原子力発電では、避け

ることが出来ない“汚染水処理”ということだよ。それ

は原子力発電を行っていた時から大きな課題であったと

思うけれど、これまで無視してきて“安全だ”と言って

きたのではないかな。原子力発電によって生じた放射能

物質を含む汚染水を完全に処理することは非常に難しい

ことだよ。それにもかかわらず、原子力発電は経済的に

有利だから、出来るだけ早く再稼働すべきだという意見

が後を絶たないね。だけど、災害後の補償や汚染水処理

などを考えるならば、原子力発電は決して経済的に有利

であるとは言えないよ。私たちの年代では、戦争中の広

島、長崎に投下された原子爆弾のことを思い出すね。放

射能物質の危険性は、同じようなものだと思うよ。だか

ら、原子力を利用しないで、本当の意味の経済的な発電

技術を発展させていくことが必要だと思うよ」。

（寺田仁計）

切手� 木本精之助君� 80pt
� 深谷　　誠君� 120pt

9 月� 5 日� 岩田　鉱一君
� ５日� 久保田　啓君
� 13 日� 尾関　　明君
� 27 日� 伊左治正文君

9月�
��24 日　西村　清・牧子夫妻
�26 日　平野実郎・愛子夫妻

会計より会費納入
のお願い
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メネット例会

と　き：　9月 21日（土）

ところ：　古川美術館　（入場料　1,000 円）

集　合：　地下鉄　池下駅　西改札口

　　

　　夏の暑さで疲れた脳とからだをリフレッシュ！

　　芸術の秋を楽しみたいと思います。

　　※�参加されます方は、9月 20日（金）までに長井まで

ご連絡下さい。

9月メネット会ごあんない

第２回　障がい者アート展中部　企画概要

名称　ワイズメンズクラブ国際協会西日本区中部

　　　第２回　障がい者アート展

目的　�ワイズメンズ国際協会西日本区のメネット事業の方

針、年度事業に協賛し、中部として第２回障がい者

アート展を中部ワイズメンズのメン・メネットが力

を合わせて、この事業を成功させることで、中部の

ワイズメンズの結束を高め、クラブの充実につなげ

る。

　　　�障がいがある人でも、素晴らしいアートを創造でき

るということを多くの市民に知ってもらうとともに、

その作品制作と多くの市民の鑑賞をえることで、障

がいのある人たちの生きがいを高め、生活に張りを

もたらすことにつなげる。

開催日時　2014 年４月 22日（火）～ 27日（日）

開催会場　名古屋市民ギャラリー栄　展示室８

主　　催　�在名古屋５クラブと四日市クラブのメン・メネ

ット・名古屋ＹＭＣＡ

　谷川メンからこの企画が今期１回に終わらず、継続され

るプログラムとなるようにとの提案がありました。

　私たち名古屋クラブのメネットにとっても、以前のよう

なバザーのお手伝いや昼食のご奉仕が困難になった、さふ

らん生活園・愛実の会の皆さんとの新しいふれあいの場に

なればいいなと期待いたします。

　前日からの悪天候の中、美味しい昼食、メネットアワー

の進行のみならず、懇親会を多いに盛り上げてくださいま

した、金沢クラブ、犀川クラブメネットの皆様（陰のメン

の皆様）のパワフルで細やかなおもてなしの心に感謝いた

します。　　　　　　　　　　　　　　　　　（長井衣世）

中部部会メネットアワー

と　き：2013 年 8月 31日 ( 土 )

ところ：金沢

　

　私たちバス組は、朝７時に名古屋を出発し、ひたすら金

沢へ。心配していた天候にも、時折青空が見えるほど恵ま

れたドライブとなりました（往路は…）。

　到着した会場の前には、今年度メネット国内プロジェク

トの一環、中部「障がい者アート展」第１回の作品が展示

されていました。地元金沢市の「ひろびろ作業所」の方々

のほのぼのとした絵画、とても力強いタッチと色使いの絵

手紙風カレンダーに感嘆。 　本プログラムの中でも、谷本久美子メネット事業主任か

ら、国際プロジェクトHIV-AIDS 啓発センター支援、国

内プロジェクト「障がい者アート展」開催への協力、及び

献金へのアピールがあり、それに応えるべく、我クラブ谷

川修メンより中部「障がい者アート展」についてのお話が

ありました。　　　　　　　　　　　　　　（長井衣世）

高瀬西日本区理事・

谷本メネット事業主任

をはじめ、長井・尾関・

西村・相馬の美女軍団


